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数理統計学・期末験問題 (2019.07.24)

• 教科書・参考書・ノート等の持ち込み不可

• 電卓は使用可

• 通信機能のついている時計・計算機等は使用禁止（カバンにしまう）

• 問題 [1]–[6] は答だけを記せ.

• 問題 [7]-[10] は解答に至るプロセスも記せ. なお, 解答欄が不足すれば裏面を用いよ.

[1] 2つの事象 A,B は独立であって, P (A) = a, P (B) = b がわかっている.

(1) P (A ∪Bc) を a, b で表せ.

(2) 条件付確率 P (A ∩Bc|Bc) を a, b で表せ. ただし, Ac は A の余事象である.

[2] ある国では, 病気 A の感染者が 2% あるという. 検査 B は, 感染者の 80%に陽性反応を示すが, 非感染

者の 10% にも陽性反応が出てしまう.

(1) この検査を受けて陽性反応が出た人が感染者である確率を求めよ.

(2) この検査を受けて陰性反応が出た人が非感染者である確率を求めよ.

[3] 確率変数 X,Y は独立で, それらの平均値と分散は

E(X) = E(Y ) = µ, V(X) = σ2, V(Y ) = 3σ2,

とする. ただし, σ2 ̸= 0 である. さらに, a, b, c を 0 でない定数として,

S = aX + bY, T = bX + cY

とおく.

(1) E(X2) を µ と σ を用いて表せ.

(2) E(ST ) = E(S)E(T ) が成り立つための a, b, c の条件を求めよ.

[4] 必要なら付録 (裏面)の数表を用いて, 次の問に答えよ. 答は小数第 3位まで求めよ.

(1) X ∼ N(5, 32) のとき, P (X ≤ 6.53) を求めよ.

(2) Y ∼ t12 のとき, P (Y ≤ a) = 0.01 を満たす a を求めよ.



[5] ある地区の有権者 1万人から無作為抽出によって, 候補者 Aの支持率を調べる.

(1) 大きさ 100 の標本比率が 0.28 (= 28%) であった. この地区の支持率の 90% 信頼区間を求めよ.

(2) この地区の支持率の 90% 信頼区間の幅を 0.05 (= 5%) 以下にするために必要な無作為標本の大きさを

求めよ.

[6] 正規母集団から 9 個の無作為標本を取り出して調べたところ, 標本平均 x̄ = 13.6 が得られた.

(1) 母分散 σ2 = 2.62 が既知であるとき, 母平均の 95% 信頼区間を求めよ.

(2) 母分散 σ2 が未知であり, 標本から求めた不偏分散が u2 = 2.82 であるとき, 母平均の 95% 信頼区間を

求めよ.

[7] 中心 O, 半径 R の円板から 1点をランダムに選び, その点を中心として円 O に内接する円の面積を S と

する. S の平均値を求めよ.

[8] A組 36名, B組 40名に同じ試験をしたところ, A組の平均点は x̄A = 64.5, B組の平均点は x̄B = 61.2

であった. A組は B組よりも成績がよいといえるか. 仮説検定を用いて判定せよ. ただし, A組は母分散 112,

B組は母分散 122 の正規分布に従うものとする.

[9] 大規模な選抜試験が実施され, 下位 33% が不合格になる. 試験の結果, 平均点は 63 点, 標準偏差は 11 点

であった. 受験者全体の得点分布は正規分布であると仮定して, 合格するための最低点を整数で求めよ.

[10] コインを 400 回投げたところ, 表が 216 回出た. このコインが公平かどうかを有意水準 5% の仮説検

定によって判定する時に現れる第 2種誤り確率が 25% 以下になるのはどのような場合か. 相応な概数計算で

よい.




